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資本金 500万円 従業員数 15名

売上高 工事件数 276 件

対象期間2022年7月1日～令和2023年6月30日

対象組織

 33,800万円

7月1日～翌年6月30日

有限会社松島建設　本社・資材置き場　　　全従業員

対象活動

建設業（土木,とび・土工,解体,建築工事業）

〒424-0065　　本社：静岡県静岡市清水区長崎714-3

〒424-0065　　資材置場：静岡県静岡市清水区鳥坂231

産業廃棄物収集運搬許可番号　静岡県知事　第02201078692号

対象範囲

法人設立年月日

廃プラスチック類（石綿含有廃棄物を含む）、金属くず、ガラスくず、

建設業許可 建設業許可番号　静岡県知事（般-29）第29407号

許可年月日：令和4年9月８日　有効期限：令和９年8月31日

土木、とび土工、解体、建築、大工、左官、石、屋根、ﾀｲﾙ・ﾚﾝｶﾞ・ﾌﾞﾛｯｸ

コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有廃棄物を含む。）

ガレキ類（石綿含有廃棄物を含む。）紙くず、木くず、繊維くず 　 以上7品目

事業規模 平成9年

事業年度

Ⅰ　組織の概要

鋼構造物、鉄筋、板金、塗装、防水、内装仕上げ工事

許可年月日：令和３年8月15日　有効期限：令和８年8月14日

事業者名 有限会社　松島建設

代表者氏名 代表取締役　松島　健

所在地

環境管理責任者 松島　健 連絡担当者 山崎　孝幸

連絡先 ＴＥＬ：054-345-5713　　　ＦＡＸ：054-345-5027

Ｅ-mail：taka9yamazaki@yahoo.co.jp

保有車両 4ｔﾀﾞﾝﾌﾟ/1台　　3ｔﾀﾞﾝﾌﾟ/1台　　2ｔﾀﾞﾝﾌﾟ/1台　　

軽ﾄﾗｯｸ/3台　　軽箱/3台　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.15m3/1台　　　　

※自社運搬のみ
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部門責任者

土木部長

山崎　孝幸

・環境管理責任者を全面的に補佐する。

松島　正

EA-21活動事務局

取締役専務

推進委員

部門責任者 部門責任者

経営・環境管理責任者

・環境方針の理解と取組への自覚と行動。

【経営・環境管理責任者】

・環境方針の作成と環境目標・環境計画の設定する。

・全体の評価の見直し。

・環境経営全般に対しての責任と権限。

・活動実績を環境管理責任者へ報告する。

・ﾃﾞｰﾀのまとめ　文書の記録管理。

【EA-21活動事務局】

・各業務で取組を推進・実施し、社員の取組をチェックする。

・産業廃棄物の分別徹底と環境関連法規制の順守。

【全従業員】

【部門責任者】

　　組織の取組

Ⅱ　実施体制

・実施体制の構築・運用・維持の資源の確保。

作成日：2022年7月1日

<環境組織における機能>

当社は、環境活動を通して、全従業員の能力・経験・意欲向上による

組織の活性化を目指していく。

組織図

【推進役】

代表取締役　松島健

・各業務で取組を推進・実施し、社員の取組をチェックする。

・経営における課題とチャンスの明確化。

建築部長 工事部長

恒友　亮平 小島　秀昭

全従業員
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Ⅲ　環境経営方針

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

【 経 営 理 念 】

顧客のニーズに応え　品質と安全を確保し　『誠心誠意』仕事に取り組む。

二酸化炭素の排出量の削減に取り組みます。

制定年月日　2022年7月1日

有限会社　松島建設

【 環 境 理 念 】

  有限会社松島建設は、建設工事の事業活動を通じて環境保全が

  企業としての課題であると認識し、環境影響の低減を図り

  安全な工事を施工することが、当社の環境対策と考えて

継続的な改善に取り組む事を誓約します。

代表取締役　松島　健

  全従業員が自主的・積極的に環境保全活動に取り組んで行く事を誓約します。

  (有)松島建設は、全事業活動が、自然環境に与える影響を認識し、

  以下の環境保全活動に取り組んでいきます。

全従業員のエコアクションに対する知識の向上をはかります。

（電力使用量・燃料使用量の削減）

産業廃棄物の削減と再生資源化の向上に努めます。

水道使用量の削減に努めます。

再生資源・資材を積極的に購入に努めます。

（廃棄物の分別・マニフェスト管理の徹底）

本活動において、環境関連法規の遵守。

【 行 動 指 針 】
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Ⅳ　環境経営目標

kg-CO₂

kwh

kwh

ℓ

kwh

ℓ

ℓ

kg

kg

％

ｍ³

ｍ³

件

件

kg-CO₂

kwh

kwh

ℓ

kwh

ℓ

ℓ

kg

kg

％

ｍ³

ｍ³

件

件

-1%

産業廃棄物排出量 657,420 -0.6% 653,475

産業廃棄物排出量 657,420 -1% -2% -3%

0件

0件

0件

-1%

-1%

0

0

基準年度

2021年度

2021年7月
～

2022年6月

2024年度

2024年7月

-2%

2%

-2%

-2% -3%

-3%

-3%

-3%

3%

-3%

-3%

-3%

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）ー2019年度実績ー

2021.1.17環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.426(kg-CO₂/kwh)を使用した

5,993

12,060

30

94

21

0

0

0

0

-1%

0

0

0

50 -2%

数値目標を定めず、高品質で安価な物をｸﾞﾘｰﾝ化する。

-1%

1%

-1%

資材置き場

電力(従量電灯B)

軽油(エネオス)

軽油(静岡シェル)

12,060

30

94

0

目標値

64,440

3,077

1,840

10,070

～
2025年6月

-1% -2%

-1%

-1%

-2%

-2%

-2%

-3%

0件

64,829

3,096

1,326

-3%

事務所

電力(従量電灯B)

電力(低圧電力4KW)

2023年度

2023年7月
～

2024年6月

2022年度

2022年7月
～

2023年6月

二酸化炭素排出量

工事品質の向上
苦情・手直削減

労災事故削減

廃棄物

一般廃棄物排出量

再生資源化率

水道使用量
事務所

資材置場

建設資材のグリーン購入促進

64,829

-3%

-2%

-2%

～
2022年6月

基準値

ガソリン

軽油(エネオス)

軽油(静岡シェル)

ガソリン

-1%3,096

1,851

10,131

1,851

10,131

11,988

30

94

-0.6%

-0.6%

-0.6%

-0.6%資材置き場

電力(従量電灯B)

建設資材のグリーン購入促進

工事品質の向上
苦情・手直削減

労災事故削減

項目

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）ー2019年度実績ー

2021.1.17環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.426(kg-CO₂/kwh)を使用した

-0.6%

-0.6%

-0.6%

-0.6%

21

50

数値目標を定めず、高品質で安価な物をｸﾞﾘｰﾝ化する。

1,318

5,957

-0.6%

-0.6%

0.6%

21

50

1,326

5,993

１．運用期間（2022年7月～2023年6月）

2．中期の環境目標

単位

水道使用量
事務所

資材置場

目標年度

廃棄物

一般廃棄物排出量

再生資源化率

二酸化炭素排出量

電力(従量電灯B)

電力(低圧電力4KW)事務所

単位項目

運用期間

2022年7月
～

2023年6月

削減率

基準期間

2021年7月
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Ⅴ　環境経営計画

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

恒友

恒友

恒友

恒友

恒友

小島

小島

小島

山崎

山崎

山崎

山崎

山崎

山崎

山崎

山崎

小島

山崎

山崎

山崎

山崎

②各種講習会への参加

⑤人感ｾﾝｻｰ等による管理を行っている

②工事施工前の近隣挨拶・注意喚起

②漏水の定期点検

②ﾐｽｺﾋﾟｰの防止(印刷前の確認)

③廃棄物の発生量の抑制ﾟ

地域貢献 ①近隣道路清掃

※各部長が責任者を努める。

①消灯の徹底

②ｴｱｺﾝの設置温度　夏28℃冬20℃

①廃棄物の分別化

③ｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ清掃

④使用場所以外の消灯の徹底

①ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ周知

②定期点検の実施

①作業員との打合せの実施

①安全教育の実施

苦情・手直し

労災事故

経営目標

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
目標 区分 責任者 活動項目

（運用期間：2022年7月～2023年6月）

購入電力

二酸化炭素

排出量の

削減

ガソリン

軽油

①ﾘｻｲｸﾙ材の使用ﾘｻｲｸﾙ率向上ｸﾞﾘｰﾝ購入率

②ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理の徹底

①節水表示

事務所

廃棄物排出量

の削減

現場

水道使用量 上水

③建設機械・車両のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

①ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用
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Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

基準期間

2021年7月

～

2022年6月

基準値 削減率 目標値 実績値 増減率 評価

kg-CO₂ 64,829 -0.6% 64,440 60,578 -5.6% 〇

kwh 3,096 -0.6% 3,077 3,012 -2.1% 〇

kwh 1,851 -0.6% 1,840 1,546 -16.0% 〇

ℓ 10,131 -0.6% 10,070 10,283 102.1% ×

kwh 1,326 -0.6% 1,318 995 -24.5% 〇

ℓ 5,993 -0.6% 5,957 9,118 153.0% ×

ℓ 12,060 -0.6% 11,988 3,992 -63.7% 〇

kg 30 -0.6% 30 28 -6.1% 〇

kg 657,420 -0.6% 653,475 598,129 -8.4% 〇

％ 94 0.6% 94 98 2.8% 〇

ｍ³ 21 -0.6% 21 18 -14.2% 〇

ｍ³ 50 -0.6% 50 47 -5.4% 〇

〇

件 0 0% 0 0 100.0% 〇

件 0 0% 0 0 100.0% 〇

≪実績の評価≫

≪次年度の環境経営目標≫ 変更なし

軽油は、購入先ごとの使用量の変化によるもので、合計では削減できている。

・経営目標については、苦情・手直し・労災事故は、0件で目標達成できました。

原油価格の高騰しているので、今まで以上に使用量の意識を徹底します。

工事内容によって現場での全体的使用量が増加したことが要因と考えます。

工期の短縮や現場での使用量を工夫し、改善するように努めます。

・水の使用量については、目標を達成できました。継続していきます。

・混合廃棄物の排出量についても、現場努力による分別に努めた結果と考えます。

項目 単位

運用期間

二酸化炭素排出量

事務所

電力(従量電灯B)

電力(低圧電力4KW)

ガソリン

一般廃棄物排出量

再生資源化率

水道使用量
事務所

作業所

産業廃棄物排出量

・二酸化炭素排出量は、目標を達成する事が出来ましたが、燃料費の使用量が多くなった。

数値目標を定めず、高品質で安価な物をｸﾞﾘｰﾝ化する。

①運用期間（2022年7月～2023年6月）の環境目標

2022年7月

～

2023年6月

建設資材のグリーン購入率

経営目標
苦情・手直削減

労災事故削減

資材置き場

電力(従量電灯B)

軽油(エネオス)

軽油(静岡シェル)

廃棄物
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Ⅶ　環境経営計画の取組結果と評価・次年度の環境経営計画

恒友 〇

恒友 〇

恒友 〇

恒友 〇

恒友 〇

小島 △

小島 △

小島 △

山崎 〇

山崎 △

山崎 〇

山崎 〇

山崎 〇

山崎 〇

山崎 〇

山崎 〇

小島 〇

山崎 〇

山崎 〇

山崎 〇

山崎 〇

≪評価及び次年度目標≫

・二酸化炭素の排出量の削減について、燃料使用量の削減に努める。

従業員間で、連絡・調整し無駄のないルート選択及びアイドリングストップを行う。

・廃棄物排出量の削減は、継続し目標達成に努める。。

・水道使用量も継続し目標達成に努める。

・グリーン購入率は、継続的に情報収集を行い、高品質で安価な物を選択する。

・経営目標については、継続して無事故・苦情ゼロで作業する。

・地域貢献については、積極的に参加する。

≪次年度の環境経営計画≫ 継続する。

目標 区分 責任者

地域貢献

二酸化炭素

排出量の

削減

ガソリン

軽油

廃棄物排出量

の削減

事務所

現場

購入電力

①消灯の徹底

活動項目

②ｴｱｺﾝの設置温度　夏28℃冬20℃

評価判定：〇(良くできた)　△(まあまあできた)　×(できなかった)　-(実施が見送られた)

水道使用量 上水

ｸﾞﾘｰﾝ購入率 ﾘｻｲｸﾙ率向上

経営目標

苦情・手直し

労災事故

②工事施工前の近隣挨拶・注意喚起

①安全教育の実施

②各種講習会への参加

①近隣道路清掃

①作業員との打合せの実施

（運用期間：2022年7月～2023年6月）

③廃棄物の発生量の抑制ﾟ

①節水表示

②漏水の定期点検

①ﾘｻｲｸﾙ材の使用

③建設機械のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

①ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用

②ﾐｽｺﾋﾟｰの防止(印刷前の確認)

①廃棄物の分別化

②ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理の徹底

③ﾌｨﾙﾀｰの定期清掃

④使用していない部屋の空調は停止する

⑤人感ｾﾝｻｰ等による管理を行っている

①ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ周知

②定期点検の実施

評価
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条項 遵守確認

遵守

遵守

第14条 遵守

第14条 遵守

第3条 遵守

※1年間該当しなかった場合は該当なしと記載

遵守

Ⅷ　環境関連法規などの遵守の確認及び評価の結果、違反、訴訟などの有無

環境関連法規の遵守・違反・訴訟の有無

　　  当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

関係法令名 ﾁｪｯｸ方法

1.主な環境法規等一覧表

要求事項

市町のﾙｰﾙに従った分別と搬出及び

業務委託
法6条 許可証確認

評価日：2023年7月31日

評価者：環境管理責任者

産業廃棄物保管場所への掲示板の設置
設置状況

遵守

遵守

遵守

遵守

Ｅ票：180日以内

Ａ票

Ａ票～Ｅ票：5年間

Ｂ2及びＤ票：90日以内
ﾏﾆﾌｪｽﾄ期間内返却の確認

(ｻｲｽﾞ60cm×60cm以上の大きさ）

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付保管

産業廃棄物運搬業者並びに処分

業者との委託契約

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付

遵守収集運搬車両への表示

第14条

遵守

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

自らが排出事業者

実地確認

毎年1回以上

市条例

産業廃棄物の委託先の実地確認
遵守第10条

6月30日までに許可

権者に報告
産業廃棄物管理票交付等状況報告

法12条

許可期限前に更新手続き

契約書確認

建設リサイクル法

名称・統一番号を車両

両側面へ表示

処理基準の遵守 車両荷台にｼｰﾄﾃで覆う等

産業廃棄物収集運搬車

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

収集運搬業者

収集運搬業許可の許可期限の確認

遵守

遵守

騒音規制法 特定建設作業の実施の届け出 ﾊﾞｯｸﾎｳを使用する作業

対象建設工事の発注者又は 発注者に工事計画を説明

自主施工者の対象工事の届け出 し工事着手7日前までに

市町に届出書を提出

対象建設工事受注者又は

自主施工者の分別解体等の実施

解体工事：延べ床面積

80m2以上

第9条

2.違反、訴訟等の有無　　　　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟はありませんでした。

振動規制法 特定建設作業の実施の届け出 杭打ち機

建設業法 国土交通大臣に対する一般建設業申請 許可証確認

遵守確認フロン排出抑制法 第16条
冷凍空調機器：全ての第一種特定機器

が対象

企業・法人の

管理者が確認
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代表者による見直し指示

変更の

必要性

1 無

2 無

3 無

4 無

5 無

代表者による全体評価

Ⅸ　代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役　松島　健

2023年8月30日

見直し項目 指示事項等

環境経営方針 　特に問題はなし

環境経営目標
　未達成項目は取組強化を続ける

　必要がある

環境経営計画
　次年度に向けて周知や教育により

　一層努める

環境に関する組織 　良好に機能している

その他

燃料代とCO2削減というエコドライブ（優しい発進・車間距離にゆとり）を従業員に再度

教育・実践するように指導します。

　特になし

ガソリン使用量は、売り上げが前年より多く受注している

ことも主な要因です。その中でもアイドリングの禁止など使用量を多少でも減らすような

指導・実行はしてきた結果の未達成（ガソリン・軽油）でした。
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【具体的な取り組み】

　1.冷暖房の温度設定/事務所

　2.冷暖房の設定温度の見直し

　3.エコ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ手順書掲示/資材置き場

　4.節水の推奨/資材置き場
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【地域貢献　清掃活動】

第3回クリーン作戦　ＪＲ清水駅周辺

令和5年2月4日(土)

令和5年6月24日(土)

第１回クリーン作戦　三保羽衣の松付近海岸
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